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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 17,091 14.7 743 △20.1 775 △18.5 400 △8.8 

29年３月期第２四半期 14,905 1.1 930 6.6 951 8.2 438 14.9 
 
（注）包括利益 30年３月期第２四半期 437 百万円 （△27.0％）   29年３月期第２四半期 598 百万円 （24.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第２四半期 27.00 － 

29年３月期第２四半期 29.59 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第２四半期 24,046 12,067 41.3 668.78 

29年３月期 23,597 11,778 41.2 655.94 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 9,919 百万円   29年３月期 9,729 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00 

30年３月期 － 0.00       

30年３月期（予想）     － 10.00 10.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 33,160 17.1 1,440 16.1 1,470 16.2 630 1.5 42.47 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名） 、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 15,180,000 株 29年３月期 15,180,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 347,124 株 29年３月期 347,124 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 14,832,876 株 29年３月期２Ｑ 14,832,876 株 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっては、添

付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご

覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策や金融政策を背景に、雇用環境、企業収

益の改善が見られたことから、緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、米国の政治動向に対する懸念

や東アジアにおける地政学的リスクの高まり等により、先行きが不透明な状況が続いています。さらに個人消費

も、所得の伸び悩みや社会保険料の負担増加、物価の上昇により節約志向が根強く、力強さは見られませんでし

た。

このような状況のもと、当社グループでは、新商品開発への積極的な取り組みと、顧客サービスの強化に努め

てまいりました。これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高170億91百万円（前年同四半期比

14.7％増）、営業利益７億43百万円（同20.1％減）、経常利益７億75百万円（同18.5％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益４億円（同8.8％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（卸売事業）

住宅市場は、住宅減税、低金利、相続税対策による新設住宅着工が一巡し、建築コスト高などから減少に転じ

てきております。４月から８月までの新設持家着工数は全国で123千戸（前年同期比3.0％減）、北海道で５千戸

（同0.6％減）と前年を若干下回る水準で推移しております。このような状況のもと、工務店に対する営業支援

のための提案型モデル住宅「Ｓｋｏｇのいえ」の全国展開とその商品群のブランド化を進め、自然素材の輸入関

連商品などの新商品開発と販売強化に努めてまいりました。これらの結果、売上高61億54百万円（前年同四半期

比0.5％増）、営業利益５億45百万円（同7.0％増）となりました。

（小売事業）

ホームセンター業界においては、個人の節約志向は根強く、同業他社、他業種との競争の激化が続いておりま

す。このような状況のもと、３月に開店した大麻店が売上に大きく貢献した一方で、春先の天候不順による園芸

資材・レジャー用品の不振等もあり、既存店につきましては厳しい状況が続いております。また、開店セールの

実施により売上高総利益率が大きく低下するとともに、広告宣伝費・警備費等の経費が増加いたしました。これ

らの結果、売上高103億39百万円（前年同四半期比26.1％増）、営業利益２億86百万円（同43.0％減）となりま

した。

（不動産事業）

前年第１四半期にありました販売用不動産の販売が当第２四半期連結累計期間はなく、賃貸資産運用により、

売上高１億19百万円（前年同四半期比24.0％減）、営業利益91百万円（同47.6％増）となりました。

（足場レンタル事業）

新規取引先の増加と中層物件の増加により、売上高４億78百万円（前年同四半期比12.0％増）となりました

が、資材の入替購入と旭川営業所の拡大に伴う資材購入増により営業利益27百万円（同51.5％減）となりまし

た。

- 2 -

株式会社キムラ（７４６１）　　　　　
平成３０年３月期　第２四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明 

①資産・負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は240億46百万円となり、前連結会計年度末に比べて４億48百

万円の増加となりました。これは主に、売上債権が８億32百万円増加したものの、流動資産のその他が４億98百

万円減少したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は119億78百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億59百

万円の増加となりました。これは主に、借入金が４億円、未払法人税等が１億24百万円それぞれ増加したもの

の、流動負債のその他が４億円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は120億67百万円となり、前連結会計年度末に比べて２億88百万

円の増加しております。１株当たりの純資産は668円78銭となり、前連結会計年度末に比べて12円84銭増加して

おります。

なお、自己資本比率は41.3％となっており、前連結会計年度末と比較して0.1ポイント上昇しております。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結会

計期間末に比べ９億９百万円増加して25億41百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果による資金の増加は７億85百万円（前年同四半期は８億24百万円の獲得）となりました。これ

は主に、売上債権が８億35百万円、未払消費税等が５億40百万円それぞれ増加し、税金等調整前四半期純利益が

７億75百万円となったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果による資金の減少は９億19百万円（前年同四半期は６億46百万円の使用）となりました。これ

は主に、子会社の新店舗に係る有形固定資産の取得による支出があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果による資金の増加は２億41百万円（前年同四半期は54百万円の使用）となりました。これは主

に、長期借入金の返済による支出や配当金の支出があったものの短期借入金が増加したことによるものでありま

す。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、平成29年４月28日付「平成29年３月期 決算短信」において発表しております平成30年３月

期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,441,688 2,552,168 

受取手形及び売掛金 2,247,582 3,076,362 

電子記録債権 116,646 120,290 

商品 3,320,303 3,392,635 

販売用不動産 82,029 82,029 

その他 680,432 182,402 

貸倒引当金 △6,822 △8,912 

流動資産合計 8,881,861 9,396,976 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 7,630,271 7,465,226 

土地 2,992,464 2,979,964 

その他（純額） 2,278,558 2,366,977 

有形固定資産合計 12,901,295 12,812,168 

無形固定資産 63,716 120,563 

投資その他の資産    

その他 1,768,212 1,736,769 

貸倒引当金 △17,760 △20,384 

投資その他の資産合計 1,750,451 1,716,384 

固定資産合計 14,715,463 14,649,116 

資産合計 23,597,325 24,046,093 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,804,046 2,279,348 

電子記録債務 － 534,451 

短期借入金 820,000 1,577,500 

未払法人税等 223,220 347,256 

賞与引当金 132,876 168,407 

その他 1,261,126 860,508 

流動負債合計 5,241,269 5,767,470 

固定負債    

長期借入金 5,462,500 5,105,000 

役員退職慰労引当金 37,730 37,730 

退職給付に係る負債 242,900 242,437 

資産除去債務 275,781 278,369 

その他 558,321 547,399 

固定負債合計 6,577,232 6,210,937 

負債合計 11,818,502 11,978,407 

 

- 4 -

株式会社キムラ（７４６１）　　　　　
平成３０年３月期　第２四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 793,350 793,350 

資本剰余金 834,500 834,500 

利益剰余金 7,752,026 8,004,181 

自己株式 △132,934 △132,934 

株主資本合計 9,246,941 9,499,096 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 322,797 261,200 

土地再評価差額金 159,685 159,685 

その他の包括利益累計額合計 482,482 420,885 

非支配株主持分 2,049,399 2,147,703 

純資産合計 11,778,823 12,067,685 

負債純資産合計 23,597,325 24,046,093 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 14,905,628 17,091,768 

売上原価 11,249,846 12,938,215 

売上総利益 3,655,782 4,153,552 

販売費及び一般管理費    

従業員給料及び賞与 1,080,025 1,312,075 

賞与引当金繰入額 145,079 168,407 

退職給付費用 16,394 17,802 

貸倒引当金繰入額 1,474 4,714 

その他 1,482,317 1,906,799 

販売費及び一般管理費合計 2,725,290 3,409,797 

営業利益 930,492 743,755 

営業外収益    

受取利息 440 439 

仕入割引 43,177 42,370 

その他 24,275 42,245 

営業外収益合計 67,894 85,055 

営業外費用    

支払利息 11,895 16,195 

売上割引 34,819 35,030 

その他 40 2,005 

営業外費用合計 46,755 53,231 

経常利益 951,631 775,579 

特別利益    

補助金収入 － 12,500 

特別利益合計 － 12,500 

特別損失    

固定資産除売却損 － 243 

固定資産圧縮損 － 12,500 

特別損失合計 － 12,743 

税金等調整前四半期純利益 951,631 775,336 

法人税、住民税及び事業税 380,562 318,204 

法人税等調整額 △11,326 △41,759 

法人税等合計 369,236 276,445 

四半期純利益 582,395 498,891 

非支配株主に帰属する四半期純利益 143,419 98,407 

親会社株主に帰属する四半期純利益 438,976 400,483 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 582,395 498,891 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 16,401 △61,700 

その他の包括利益合計 16,401 △61,700 

四半期包括利益 598,797 437,191 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 455,254 338,886 

非支配株主に係る四半期包括利益 143,542 98,304 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 951,631 775,336 

減価償却費 215,373 341,615 

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,841 35,531 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,474 4,714 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △10,058 △462 

受取利息及び受取配当金 △10,064 △9,555 

支払利息 11,895 16,195 

固定資産除売却損益（△は益） － 243 

固定資産圧縮損 － 12,500 

補助金収入 － △12,500 

売上債権の増減額（△は増加） △837,636 △835,022 

たな卸資産の増減額（△は増加） △196,986 △72,331 

仕入債務の増減額（△は減少） 884,891 9,752 

未払消費税等の増減額（△は減少） 42,320 540,646 

その他 102,428 162,178 

小計 1,178,109 968,841 

利息及び配当金の受取額 10,064 9,555 

利息の支払額 △12,407 △12,135 

補助金の受取額 － 12,500 

法人税等の支払額 △350,951 △193,399 

営業活動によるキャッシュ・フロー 824,814 785,362 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △165 △3,209 

有形固定資産の取得による支出 △628,597 △836,685 

無形固定資産の取得による支出 △17,416 △68,702 

投資有価証券の取得による支出 △2,158 △2,230 

貸付けによる支出 － △10,887 

貸付金の回収による収入 2,114 2,601 

投資活動によるキャッシュ・フロー △646,222 △919,114 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 250,000 750,000 

長期借入金の返済による支出 △145,000 △350,000 

配当金の支払額 △148,130 △148,043 

リース債務の返済による支出 △11,258 △10,934 

財務活動によるキャッシュ・フロー △54,388 241,021 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 124,202 107,269 

現金及び現金同等物の期首残高 1,507,733 2,434,142 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,631,936 2,541,412 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ．前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

  卸売事業 小売事業 不動産事業
足場レンタル

事業
合計

売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部売上高

又は振替高

6,124,602

273,691

8,196,981

3,541

156,621

13,608

427,423

－

14,905,628

290,841

計 6,398,294 8,200,523 170,229 427,423 15,196,469

セグメント利益 509,537 502,976 62,256 56,230 1,131,000

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

                          （単位：千円）

利  益 金  額

報告セグメント計

セグメント間取引消去

全社費用（注）

1,131,000

△4,473

△196,034

四半期連結損益計算書の営業利益 930,492

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ．当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円） 

  卸売事業 小売事業 不動産事業
足場レンタル

事業
合計

売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部売上高

又は振替高

6,154,956

316,106

10,339,072

4,062

119,007

27,408

478,732

332

17,091,768

347,908

計 6,471,062 10,343,134 146,415 479,064 17,439,677

セグメント利益 545,098 286,753 91,866 27,246 950,966

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

                       （単位：千円）

利  益 金  額

報告セグメント計

セグメント間取引消去

全社費用（注）

950,966

5,033

△212,244

四半期連結損益計算書の営業利益 743,755

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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